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敗 戦 取 り 消 し 

神戸骨髄献血の和を広げる会  

名 川 和 志 
 

「早期のがんで、部位も小さいものです。」 

定期健診で、「念のために」と初めて受けたがん検診の結果だ。 

父方の家系で過去にがんの人はいない。頑固な父は不思議と医師の指示に素直

に従って受けた。 

比較的見つけにくい箇所だが、たまたま見つかったとも説明された。家系はもう関

係ない、誰でも罹る時代だと認識を改めた。 

早期発見で、小さいがん。 

今の日本の医療水準なら大したがんではない。万が一のことがあっても年齢を考

慮に入れると、がんが先か、がんと関係なく本来の寿命が先かぐらいの認識でラッ

キーな発見とも考えていた。 

 

しかし、認識が甘かった。 

記録的な猛暑と言われた真夏の中で奇跡的に涼しい日に逝った。 

宣告から１年経たずしてだ。 

ちょっと早すぎる。 

「がんの部位を切ると、がんが暴れる。」 

「抗がん剤は命を縮める。」という説を後で知ってしまった。 

真実は別として気になるフレーズとなって重くのしかかる。 

父の状態があまりよくないころから本格的にがんと格闘。ペプチドワクチン治験が

あることを知り、関西では５つの大学病院で実施されていることを突き止めた。知り
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合いのドクターにも治験について相談したが、明確な態度は無いものの、「治験は治

験。」と携帯からＴＶ電話のように態度が伝わった。 

そんなことも気にせず、主治医に治験の件について、実施している病院に直談判

し、仮予約をもらった旨を説明。カルテや画像の提供等協力をお願いし、快諾を得

た。 

 

やや弱った父を治験の検査のために病院に連れて行った。しかし治験の条件に

あわずエントリーは叶わなかった。それが父を最後通告のような気持ちにさせてしま

ったのだろう。数週間後に帰らぬ人となった。 

 

本当は何もしてほしくなかったが本心だったかもしれない。ただ家族として悔いの

ないようにしようと勝手なことをしたという気持ちもないわけではない。 

 

四十九日が済んだ秋の日、ノバルティスの不正問題についてあるドクターと話して

いたら、一連のことを一言も話していない中でがんの話題になり、こんなことを言い

出した。 

「テレビや本で、がんについてとんでもないことを言ったり、書いたりする無責任な

先生がいる。主治医は、患者さんのために精一杯の対応している。『テレビで、こん

なことを言っていた。本にこんなことが書いてあった。』と患者さんが言ってくるのは

本当に困る。テレビ出演の先生が、患者さんのデータや様子を見ている私たち主治

医より信頼されていると思うと正直、悲しいし悔しい。 

ただ、私たちも患者さんに信頼されるよう努力しなければならいない。」 

 

ブルペンで肩を作らず、いきなりマウンドに行って敗戦投手となった我々だが、重

いフレーズを降ろしてくれたような気がした。敗戦は取り消した。 

ドクター、患者の両者がお互いガンと向きあう姿勢があれば、今後はいい医療が

展開されるはずだ。そう感じた瞬間だった。 
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ひょうご がん患者連絡会の活動概況を紹介します 
（2014 年２、３月 活動分） 

事 務 局 
 

2014 年２月２０日（木）：第 10 回運営委員会を開きました。 

主な決定事項は次の通り。 

１） がん拠点病院相談支援センター実務者会議幹事 山本隆子氏（神戸医療セ

ンター看護師）をお迎えして、がん相談支援センターとの連携によるピアサポー

ター派遣に関する具体的なプロセスについて打合せを行った。「ピアサポート依

頼書（案）」及び「ピアサポート報告書（案）」を、がん患者連絡会で作成すること

とした。 

 ２） 3月17日開催の神戸市会保健福祉委員会の「神戸市がん条例案」（超党派提

案）審議に当たり、神戸市会の要請によって参考人を派遣することにした。 
 

2014 年３月９日（日）：「市民がんフォーラム」と第 11 回運営委員会を開きました。 

（１） 「市民がんフォーラム」には、奥野クリニック院長 奥野芳茂医師をお迎えして
「自分らしく がんと生きる」をテーマに講演をして頂いた。３９名の参加があり盛
会であった。概要を次ページに示す。 

（２） 運営委員会での主な決定事項は次の通り 

 １） 2014 年度重点課題、及び公開研修講座計画について確認した。  

２） 7 月 12 日（土）、１３日（日）開催の「日本ホスピス・在宅研究会神戸大会」の準

備事項について確認した。 

 ３） 5 月１６日（金）～１８日（日）開催の「がん政策サミット 2014」に、山本副代表、 
武内事務局長、去来川理事、及び草野理事を派遣することを決めた。 

 ４） 「ピアサポート依頼書（案）」及び「ピアサポート報告書（案）」について審議し、 
がん拠点病院相談支援センター実務者会議に提案することとした。 

 ５） 3 月 17日開催の神戸市会保健福祉委員会の「神戸市がん条例案」（超党派提 
案）審議での ひょうごがん患者連絡会意見の内容について確認した。 

 
2014 年３月１４日（金）：平成２５年度兵庫県健康づくり審議会「対がん戦略部会」に 
代表を派遣した。 

   委員である黒田会長が所用で出席できないため、去来川理事が代理出席した。 
「対がん戦略部会」では、事務局である兵庫県疾病対策課長から、「兵庫県がん 
対策推進計画の進捗状況について」報告があり協議が行われた。 
４月度がん患者連絡会月例会で内容を検討し、今後の対応について決めること 

とした。 
 
2014 年３月１７日（月）：神戸市会保健福祉委員会の「神戸市がん条例案」審議に、 
参考人を派遣した。 

   参考人として武内事務局長が出席し、がん患者会が活動できる拠点整備など 
を要望した。審議会には去来川理事が傍聴人として参加した。 
がん条例制定で、神戸市のがん対策の進展を期待している。 
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市民がんフォーラム「自分らしく がんと生きる」概要報告 
事 務 局 

 今年度の ひょうごがん患者連絡会の「市民がんフォーラム」は、奥野クリニック院長 奥野芳茂先生をお

迎えして、３月９日（日）午後 神戸市勤労会館で開催しました。 

 奥野先生は、京都大学医学部を卒業されて以来２０年間、病院の放射線治療医として活躍されてきました。

然しながら、その頃の放射線治療外来では、主治医が治療に多忙で患者に説明しければならない現在の治療

方法や予後についても十分に話ができる雰囲気ではなかった。20 年目を節目に神戸中央市民病院勤務を退

職され、平成 20 年に奥野クリニックを開業されました。 

がん患者を苦しめるのは、がんによって実際に起こっている身体的症状よりもむしろ再発に関する不安、 

病気が進行して痛みや苦しみが起こってくるのではないかという不安、 最後は苦しみながら死を迎えるので

はないかという恐怖といった心理的な苦痛です。更に加えて仕事や経済面などの社会的不安・苦痛もあり、最

終的には自分はもう生きている価値がない、死によってすべてが無駄になるといったスピリチュアルな苦悩な

どが患者を苦しめます。 

先生は、がんを持ちながらもＱＯＬを高め充実した毎日を送ることができる。また幸せに暮らし、豊かな時間を 

過ごすとともに、豊かな死を迎えることも可能であるとのお考えから、改めて日本スピリッチュアルケア学会の 

「スピリッチュアルケア師」の認定をとり「がん専門医による“がん・緩和ケアクリニック”」として活躍されています。 
 

Ⅰ、「がん・緩和ケアクリニック」としての診療内容について紹介をして頂きました。主な事項を列記します。 

１、心理的介入が、がん治療や治癒に影響を及ぼす例の紹介がありました。 

喉頭がんⅣ期で、５年生存率５％と言われたとしても「希望の種はある」と自分で信じることが、生きる方

の５％に入るコツであり、イメージすることが大切である。 

２、過去と他人は直接変えることができないが、現在と自分は直接変えることができる。 

３、厳しい病期にあっても治癒しうる、現在受けている治療は有効である。自分の中には自己治癒力が備わ

っており、今現在もそれがちゃんと働いていると考えることが大切である。 

Ⅱ、次に 「今、私たちにできること」 として、次の紹介がありました。 

  １、帯津良一医師の補完代替療法を選ぶコツは、直感を働かせることである。高価すぎると思ったら手を出さ

ないこと。 

  ２、呼吸法で心をリラックスさせること。 

  ３、ストレス緩和とリラクゼーションに、瞑想が有用である。能力開発にもつながる。 

  ４、自分を満たす「喜びのリスト」を作り、イメージの中で遊ぶこと。 

Ⅲ、最後に、奥野クリニックのミッションについて紹介がありました。 

 １、がん患者さんの「がんを生きる」支援をします。 

 ２、がん診療連携を通じて、地域のがん診療に貢献します。 

３、来てくださる患者さん／家族をサポートします。 

なお、奥野クリニックを受診したい時、医師の紹介状は必ずしも必要ありません。但し、事前の予約が必要です。 

（奥野クリニック 神戸市灘区深田町４丁目１−３９ メイン六甲 Aビル 6F 078-862-1963） 
 

 奥野先生から紹介いただいた参考図書・ＤＶＤを列記して、この報告を終ります。 

・『サイモントン療法――治癒に導くがんのイメージ療法』川畑伸子著、同文舘出版 

・『完訳７つの習慣 人格主義の回復』スティーブン・R・コヴィー著、キングベアー出版 

・『大往生したけりゃ医療と関わるな』中村仁一著、幻冬舎 

・『希望の医学：がんになっても諦めない』帯津良一著、世界文化社 

・『自己治癒力を高める医療: 病気になるプロセスに寄り添う』小西康弘著、創元社   

・『病気が治る「気功入門」』中健次郎著、マキノ出版 

・『人は死なない。では、どうする？』矢作直樹 X中健次郎共著、マキノ出版 

・『気の人間学』矢山利彦著、ビジネス社 

・DVD『小周天氣功法』矢山利彦、DVD『大周天氣功法』、クエストＤＶＤ  

・『ケアと対人援助に活かす 瞑想入門』大下大圓著、医学書院  

・『宝地図』関連本 望月俊孝著、レンタル DVD『9 割夢がかなう宝地図の秘密』TSUTAYA 

・DVD『THE LIVING MATRIX～ヒーリングの新しい科学～』、日本コロムビア DVD 
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関連団体等の公開講座行事予定（2014 年４月、５月） 

 
 

関連団体等の「がんサロン」予定（2014 年４月、５月） 

主催(TEL)・会費・場所 テーマ・主な内容・講師 日  時 

ゆずりは明石「明石話そう会」 

（078-911-6761 草野）無 料 

兵庫県立がんセンター 1 階 

患者、家族の悩みを分ち合い 

前向いて生きる寄り添える会を 

  目指しています 

・毎月第 1,3 月曜日 

10：00～12：00 

ゆずりは明石「明石楽しもう会」 

（078-911-6761 草野） 

集合：明石公園入口 時打太鼓 

「明石公園自然観察会」 

 ・自然観察指導員 高野哲司氏 

５月 17 日(土) 

   10：00～12：00 

ゆずりは「がんサロン」 

（078-976-5050）無  料 

地下鉄伊川谷駅構内伊川谷工房 

お茶を飲みながら 

病や悩みについて 

自由に語り合います 

・毎月第４火曜日 

13：30～15：30 

ゆずりは明石「がん相談」 

（078-911-6761 草野）無 料 

明石市立保健センター1階 

「がん」についての無料相談 

  相談員：ゆずりは明石会員の 

    看護師・保健師・がん体験者 

・毎月第４火曜日 

   13：00～16：00 

ゆずりは淡路「淡路市サロン」 

（090-6734-1275 山本）無 料 

淡路市社会福祉協議会 1 階 

ひとりで悩まないで 

患者さんや家族の方同士で 

話し合いましょう 

・毎月第４金曜日 

   14：00～16：00 

ゆずりは淡路「南あわじ市サロン」 

（090-6734-1275 山本）無 料 

南あわじ市社会福祉協議会三原支部 

ひとりで悩まないで 

患者さんや家族の方同士で 

話し合いましょう 

・毎月第２水曜日 

   14：00～16：00 

神戸医療ｾﾝﾀｰ「コスモスの会」 

(078-791-0111、内線 460) 無 料 

神戸医療ｾﾝﾀｰ「がん相談支援室」 

・苦しみや悩みなどの気持を 

自由に語り合い支え合いましょう 

・情報交換をして知識を高め合いましょう 

・ 毎月第３水曜日 

14：00～16：00 

淡路医療ｾﾝﾀｰ「菜の花サロン」 

(0799-22-1200) 無 料 

淡路医療ｾﾝﾀｰ 1 階「健康情報ｺｰﾅｰ」 

 どなたでも  

自由に参加されて 

      自由に語り合いましょう 

・ 毎月第３火曜日 

   ９：30～12：00 

だいとうクリニック「花みずき」 

(079-222-6789) 

無 料 

姫路市白銀町中ノ門ｼｬﾎﾟｰﾋﾞﾙ１階 

・患者や家族間のコミュニケーション 

・医療情報の提供   

・療養相談全般 

・インターネット検索・ちょっと休憩 

・サロン：第３火曜 

14：30～16：00 

・絵手紙教室：第 3火曜 

12：00～14：00 

日時・場所 主催(TEL)・会費 テーマ・主な内容・講師 

４月 12 日（土） 

14：00～15：00 

兵庫県民会館３０４号室 

ゆずりは 

（078-733-1821） 

５００円 

「がん緩和医療・臨床試験の取り組み 

～患者会との交流を通じて～ 」 

・兵庫医大産婦人科 鍔本浩志講師 

４月 19 日（土） 

14：30～16：30 

姫路シャポーホール 4 階 

あじさい会 

（0790-32-0594 去来川） 

無 料 

「家族ががんになったとき」 

・家族の「がん」による入院・在宅での治療や看取りの 

経験について話合いを行う。 

４月 20 日（日） 

13：30～16：０0 

明石市生涯学習ｾﾝﾀｰ ８階 

ゆずりは明石 

（078-911-6761 草野） 

無 料 

「定期総会 及び ほのぼのコンサート」 

・音楽療法士 杉浦昭代ほか「アンサンブルぴかぴか」 

       ～マンドリンとギターと共に～ 
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日  時 行事・会費 テ ー マ・講  師 場  所 

４月１７日（木） 

18：00～20：00 

第１２回運営委員会 １、2014 年度事業計画骨子 

２、兵庫県がん条例への取組み 

ｸﾘｽﾀﾙﾀﾜｰ 4 階 

Ｇ活動ﾌﾞｰｽ④ 

５月１５日（木） 

18：00～20：00 

第６回定期総会 ・2013 年度事業報告 

・2014 年度事業計画、ほか 

神戸市 

勤労会館４０９室 

編 集 後 記               

漸く春らしい日差しを感じられるようになってきました。今年度も皆さんの積極的な活動のおかげ

で神戸市ではがん条例が成立しそうな状況になってきましたし、リレー・フォー・ライフもひょうごがん

患者連絡会としてもしっかり前進している感じがしています。 

さて、今回の投稿については、がん患者自身ということではなく、患者家族という立場の方にお願

いしました。やはりがん患者会ということになると、どうしても患者さん自身の思いは、良くお聞きす

るのですが、小児科でない限りは、もう一方の当事者とも言えるご家族の思いに寄り添うことはなか

なか難しいとかんじていました。まさに患者は患者であって、患者家族ではないということだと思い

ます。そこで、今回は患者家族という立場の方の率直な思いを書いて頂き、患者の立場の者も家族

の思いにもしっかり寄り添えるようになるためのきっかけにできればと思います。さらにこのことは、

今後ひょうごがん患者連絡会が進めていこうとしているピアサポートの活動についても、大変重要

な視点になってくるものだと思います。いよいよ２０１４年度それぞれの持つ力を出し合って患者会

の歩みを着実に進めて行きたいですね。来年度もよろしくお願いいたします。                                              

神戸骨髄献血の和を広げる会   伴 智代  

 

 

 

 

 

     

ひょうご がん患者連絡会行事予定（2014年４、５月） 

月） 

このニューズレターは、４団体から応募いただいた編集委員による協議で編集し、会長の査

閲を経て発行しています。 

 ニューズレターは 2008 年 9 月の創刊号以来、奇数月に発行し、ひょうごがん患者連絡会の

活動概要報告及びお知らせページのほかに、文頭に各会員代表の持ち回り執筆文及び寄稿

文を掲載しております。 

各団体の会員のみなさま、および行政、医療、報道関係のみなさま方には、各会員の持ち回り

執筆記事と併せて、ひょうごがん患者連絡会の活動概要にもお目通し頂き、ご意見などお聞かせ

いただきたく存じます。                                  （ 事 務 局 ） 
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